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修士論文概要

永原追分遺跡における食膳具の組成と甲斐型
坏復原実験

勝俣 竜哉
永原追分遺跡は静岡県御殿場市にある平安

時代の集落遺跡である。 年以来、Ａ地点、1976
、 。Ｂ地点 Ｃ地点の 箇所が発掘調査されている3

追分という地名は足柄峠を越える「旧東海道」
と甲斐へ向かう「御坂路」が分岐する地点に
隣接することからついた地名らしい。御殿場
市内で緑釉陶器が出土した唯一の遺跡であり、
追分の地名が示す「交通路の分岐点」という
こともあわせ延喜式にある「横走駅」ではな
いかとも言われている遺跡である。この永原
追分遺跡からは甲斐型土器と呼ばれる甲斐国
で生産された土師器が多量に出土している。
特に「甲斐型坏」と呼ばれる土師器の坏は甲
斐のみならず周辺の駿河、信濃、相模などか
らも多量に発見されている。永原追分遺跡か
らは、甲斐型坏とは別に「駿東型坏」と呼ば
れる土師器の坏も出土している。 河の 部駿 東
を主な分布域とする ということで駿東型坏坏
と呼ばれている。その他、須恵器、灰釉陶器
なども出土している永原追分遺跡において私
は「食膳具」に的を絞り、個体数を数え食膳
具の組成を分析した。個体数は 「他に接合可、
能な底部破片が存在しない『底部破片 個』を1
以って 個体とする」という定義を基本に多少1
の例外規定は設けたが個体数を数えた。数え
る対象は表採や細片を含む永原追分遺跡から
出土した全遺物である。この結果、編年に関
係なく個体数を見ると甲斐型坏、甲斐型皿な
どの甲斐型食膳具がＣ地点においては 割弱、8
Ａ・Ｂ地点では 割強が甲斐型食膳具であるこ4
とがわかった。また、甲斐編年という甲斐型
土器編年にあわせて甲斐編年各時期の食膳具
の個体数を見ると、甲斐型坏は甲斐Ⅷ期が最
も多く 個体出土している。甲斐Ⅸ期以降は105
甲斐型坏に限定すれば減少傾向が続くが、甲
斐Ⅷ期以降は甲斐型皿、甲斐型高台坏、など
器種が多くなる。その後、甲斐型食膳具は坏
と皿に集約され最終的には坏と皿が同化して

。 （ ）いく 灰釉陶器の食膳具はＫ 黒笹 号窯式14 14
期と思われるものがあり次のＫ 期には併行す90

る甲斐ⅩⅠ期の甲斐型食膳具を凌ぐ数が出土
している。次のＯ 期には出土数が減り甲斐型53
食膳具の方が多い状況に戻っている。駿東型
坏は地元である駿河国在地の坏であるが甲斐
型坏や灰釉陶器の食膳具に比べ個体数が少な
い。このように甲斐型食膳具が卓越する状況
は甲斐と駿河の境界地域に位置する永原追分
遺跡だけの「特殊例」なのか駿河国領域内の
他の集落遺跡も同じ傾向を示す「普遍的」な
ものなのかはわからない。今後、自分自身で
他の遺跡の食膳具組成を調べ、永原追分遺跡
の食膳具組成と比較する必要がある。

本論文のもう
一つのテーマは
「甲斐型坏復原
実験」である。
甲斐型坏を始め
とする甲斐型食
膳具には特有の
「暗文」が施さ
れる。器の内面
に施される暗文
を復原すること
が復原実験を行
なった第一の理永原追分遺跡出土の甲斐型坏
由である。焼成

方法や使用する粘土が異なる二回の製作実験
を行ない見事に暗文を発色させることに成功
した。暗文は焼成前の土器の内面を、先端が
細く硬く滑らかなもので擦ることで土器表面
に形成される光沢のある線が焼成後、緋色に
発色したものである。焼成の際に器表面で具
体的にどのような化学変化が起きて暗文が発
色するのかという原理は不明であり、今後は
理系の研究者と共同で研究すべき課題である。

近世信濃の窯業史研究
小松 隆史

近世の信濃はほぼ現在の長野県に相当し、
狭小な盆地を中心とする地域ごとに小藩や知
行地が分立していた。
この信濃に開かれた窯は、一般に日常雑器

を生産していたとされる。開窯の理由と背景
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として 「陶磁器は重く、壊れやすいため、運、
搬に大変な労力と駄賃を必要とする。そこで、
その地域で消費する陶磁器を生産すべく窯を
開いた 」という 「地域内流通」が主要因で。 、
あったとする見方が強かった。信濃の窯業は、
窯跡の発掘調査のみならず、消費遺跡の調査
の中でも認識されるようになっているが、十
分に検討されているとはいえない。本稿では、
このような近世信濃の窯業について全体を概
観し、その成立から発展の歴史をまとめるこ
とに主眼をおいた。
窯の操業について記された歴史資料、発掘

調査報告書をはじめとする文献などをもとに
検討できた 窯の開窯理由には、藩が主体とな33
るケースと個人的な経済事情によるものとが
ある。その多くが、瀬戸・美濃から陶工を招
いたり技術指導を受けるなど、直接的・間接
的技術伝播があったことが資料よりわかる。

藤沢窯跡（長野県高山村）

また、発掘調査された窯のうち 窯について16
は窯構造も知ることができ、瀬戸・美濃の技
術が導入されていることが指摘された。基本
的な窯構造が同じであることは、焼成技術に
ついても影響を受けていたことを示している
といえよう。これは文献から知られる陶工や
技術の系譜と矛盾しない。
製品については「大型の日常雑器が生産の

主体」とまとめられてきたが、地域によって
は天目茶碗・丸碗などの碗類、小皿類が生産
されていることが確認できた。造形・施釉技
法も瀬戸・美濃の影響を受けているものがほ
とんどであり、資料、窯構造にみる瀬戸・美

濃の技術導入は、製品からも確認できる。さ
らに、いくつかの窯で改良された技術が地域
内外に広がっているため、近接する窯で共通
性が見られた。
陶工の移動や技術の伝播によって共通性を

持つ製品はその識別が難しく、消費遺跡で細
片となって出土するにいたっては「在地産」
として扱わざるをえない状況におちいる。そ
こで、窯出土資料を薄片資料とし、偏光顕微
鏡観察によってその胎土や成形技術について
より詳細な情報を引き出すことを試みた。こ
れにより、製品の素地の違い、成形技術に違
いがある可能性も指摘された。
開窯の理由と背景にあった「地域内流通」

の実体をとらえるため、消費遺跡で出土した
陶磁器の状況を検討した。ここから、製品の
地域内への流通とともに、地域外への流通も
明らかになった。さらに、資料や製品の銘な
どから、中馬など街道を利用した製品の移動、
製品の販売先など、陶磁器流通の状況の一端
をうかがうことが出来た。
以上のことから、近世信濃諸窯の多くは瀬

戸・美濃系の技術導入によって江戸時代後期
に開かれ、地域によって様々な発展の経過を
たどったが、その背後には、中馬に代表され
る流通機構の発展、貨幣経済の浸透など当時
の時代背景があることが指摘された。生産者
は陶磁器を「商品」として認識し 「地域内」、
で消費するためだけではなく、商品として他
地域へ流通させることを意識して窯を開き、
生産・販売していたと考えられ、これが信濃
諸窯の発展に大きく影響した要因であったと
いえる。

出土白釉陶器の計量と胎土分析Julfar
長谷 純司

世紀後半から 世紀初めに海上交易で栄え14 17
た港湾都市遺跡ジュルファル（ ）から出Julfar
土したイスラーム白釉陶器を胎土の種類別に
計量分析する。また、偏向顕微鏡観察と画像
処理ソフトを用いて胎土組成を定量化して、
白釉陶器の胎土種類を比較し分類する。分析
データに基づいて、ジュルファル遺跡におけ
る白釉陶器の年代的変化を考察する。
資料は建物遺構が多く存在した居住地区か

らの出土品である。文化層は 層に分かれ、最7
7 7 6 14 15下層が第 層。第 層・第 層は 世紀後半～

世紀初頭。第 層・第 層は 世紀前半。第 層5 4 15 3
15 2 1 15 16は 世紀中頃。第 層・第 層は 世紀後半～


